
第18号 場を清め 礼を正し 時を守る号

2014.9.12 東和中学校

「場を清め、礼を正し、時を守る」
国民教育の父といわれた森信三氏（1896－1992年；哲学者 教育者）が、学校の基本は

｢場を清め、礼を正し、時を守る」ことと言った。

つまり、学校づくりは、挨拶の励行、掃除の徹底、時間の厳守、この３つが基本ということで

あろう。２学期、様々な行事がある。２学期の様々な学校行事や学級での取り組み、部活動で

の取り組みなどを通して、達成感（やり遂げて、うれしかったという気持ち）や自己有用感（自

分は人に必要とされているという気持ち）、自尊感情（自分には良いところがあると思う気持

ち）を高めてほしい。そのためにも、この３つのことを徹底して意識し、学校全体（教師も生徒

も）で取り組んでほしい。

まず、挨拶（あいさつ）の励行。あいさつは、「○あ いてより ○い つも ○さ きに ○つ たえる
言葉」と言っている大学の先生がいる。人間の脳は、「生きたい」「知りたい」「つながりたい」と

いう３つの本能を備えていると言われている。対面した人から挨拶をされないと「自分への敵

意」を感じるとも言われている。笑顔と挨拶は、人を幸せにするものさし。

朝の「おはよう」のあいさつは魔法の言葉。「おはよう」「ありがとう」「ごめんな

さい」は、人と人をつなげる言葉。授業のはじめの挨拶も徹底していきたい。

次に、掃除（そうじ）の徹底。新しい校舎でも汚いトイレがある。校舎が古くても美しいトイレ

はつくれる。毎朝、校内を歩いていて、昨年までと比べて、校内が大変きれいになってきたと感

じている。生徒玄関の下足庫も整然と靴がそろえられている。今年の東和中学校の生徒の姿

から、一人ひとりが意識すれば、学校がきれいになることがわかる。キャンプでは、「来たとき

よりも美しく」と言われるが、毎日の学校生活でも「朝、来たときよりも

、放課後は美しくして帰る」という意識を持てば環境は整う。

美しくさわやかな学習環境は、みんなの意識で作ることができる。

最後に、時間の厳守（じかんのげんしゅ）。学校ではチャイムで行動。朝の時間を守ること

で、朝の読書活動に集中できる。チャイムで着席することで、充実した授業になる。時間を守る

ことは、人に信頼されることにつながる。時間を守る人は、自分を大切にする人。自分を大切

にできるから、人を大切にできる。学校に思いやりの風土が育つ。

「礼を正し 場を清め 時を守る」、みんなで実践、きみたちならできる！

校長 東方美喜夫

※朝の読書活動をみんなで充実させましょう！ ※朝の読書活動をみんなで充実させましょう！

平成２６年度第６７回和歌山市中学校総合体育大会（秋季大会）新人戦

９月２０日（土）から、新人戦が始まります。この夏、暑さに負けず、２年生が中心となりチーム

作りをしてきました。出場する選手の皆さんは、東和中学校の代表として誇りを持って試合にの

ぞんでほしいと思う。

応援に参加するみなさん、応援するみなさんの活動（マナー）が立派であることは、勝つことよ

りも大切なことです。きれいな、力強い声援をおくってください。もちろん、相手のすばらしいプレ

ーにも拍手をおくろう！

日 程 ９月 １０月

２０日 ２１日 ２３日 ２７日 ２８日 ４日 会 場

種 目 土 日 火・祝 土 日 日

野 球 ○ ○ ○ ○ 予備 市民球場・高積中・紀之川中

陸 上 競 技 ○ 紀三井寺陸上競技場

バレーボール ○ ○ 紀之川中・西和中

剣 道 ○ 松下体育館

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ○ ○ ○ ○ 河南体育館

柔 道 ○ 予備 県立武道館

ソフトテニス ○ ○ つつじか丘テニスコート

サッカー ○ ○ ○ ○ 河北中・明和中

平成26年度全国学力･学習状況調査 生徒質問紙の結果の概要②

○本校生徒の58％が、「友だちの前で自分の考えや意見を発表することは得意です。」と回答し

ています。これは、県平均（48％）、全国平均（49％）より大きく上回っています。積極的に発言

を好む生徒が多いことがわかります。授業や学級活動、学校行事の場で生かしてほしい。

○「難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している。」と回答した生徒が58％（県平均 65％、

全国平均 68％）、また、「自分には、良いところがあると思う。」と回答した生徒が53％（県平

均 65％、全国平均 67％） であり、全国平均や県平均を下回る結果がでました。しかし、ス

マイルカップの成功からもわかるように、やればできる東和中生徒の皆さんです。２学期には、

校外学習（3年宿泊研修、2年職場体験学習、1年自然体験学習）や文化的行事（合唱コンクー

ル）などの学校行事があります。これらを通して、達成感や成就感を味わい、自己肯定感を高

めてほしいと思います。


